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の 年 最初 の JAXA's で す 。 巻頭 は 、 立 川 敬二 
理事 長 が 2008 年 の JAXA 主 要 ミ ッ シ ョ ン で あ 


る 2 機 の 人 工 衛星 と [ き ぼ う | の 打ち 上 げに つ 

いて 語り ます 。 表 紙 は 、 初 の スペ ー ス シャ ト 
ル 搭 乗 が [ き ぼ う | の 打ち 上 げ フ ライ ト と な る 星 出 彰彦 宇宙 
飛行 士 。 打 ち 上 げ 前 の 心境 も 取材 し まし た 。「 き ぼう 」 の 組 
み 立 て を 地上 か ら 支 援 す る 斑 波 宇宙 セン ター 運用 管制 チ 
ー ム の 役割 も 、 フ ライ トディ レク タ の 1 人 、 松 浦 真 号 さん に 
聞き まし た 。 ま た 今回 は 、 私 た ちの 生活 に 深い 関わ り の あ 
る 3 つの 天体 で ある 月 、 太 陽 、 地 球 の それ ぞ れ に つい て 、 
JAXA の 人 工 衛星 が 取得 し た 成果 の 一 端 を 、 画 像 と 共に 


INTRODUCTION 


ご 紹介 し ます 。 未 知 の 謎 に 挑む 
人 工 衛星 の 働き と 輝かしい 成果 
を お 楽し みく だ さい 。 次 の 時 代 
に 向け た 新型 固体 ロケ ッ ト の 開発 
は 、 森 田 泰弘 プロ ジェ クト マネ ー 
に 現在 の 状況 を 対 ね まし た 。 
新 時 代 に ふさ わし い 斬 新 な コン 
セプト を お 読み くだ さい 。 こ の 号 
が 皆さん の お 手許 に 届く 頃 に は 
ちょ うど 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー で 超 
高速 イン ター ネッ ト 衛 星 | き ず な ] 
の 打ち 上 げ 準 備 が 大 詰め を 迎え 
て いま す 。 今年 初 の H-IIA ロ ケッ 
ト が いよ いよ 打ち 上 が り ま す 。 
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※ 理 事 長 イ ンタ ビュ ー の 全文 は 、JAXA ウ ェ ブ サイ ト で お 読み くだ さい 。 
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ym ーー 

「 き ぼう 」 と の 通信 

「 き ば ぼう ] 第 3 便 が 上 が る まで の 通信 は 、 米国 の TDRS (追跡 ・ デ ー タ 中 継 衛星 ) の デー タ を ホワ イト サン ズ 地 上 局 で 受信 し 、 
NASA ジ ョ ン ソ ン 宇 宙 セ ンタ ー を 経由 し 、 筑波 に 送ら れ て くる 。「 き ぼう] 第 3 便 で 衛星 間 通 信 シ ステ ム が 設置 され る と 、 

日 本 の 衛星 「 こ だ ま ] を 介し て 宇宙 と 筑波 で 直接 、 デー タ や 画像 、 音声 な どの 双方 向 通 信 が 可能 に な る 。 


ーー ホワ イト サン ズ 、 ジョ ン ソ ン 、 マー シャ ル の 画像 は NASA 提 供 ) 
き ング ノー / 
ーー ググ ベー 


デー タ 中 継 技術 衛星 国際 宇宙 ステ ーション TDRS 


[こだま ] 「 き ぼう 日 本 実験 棟 


「 き ぼう 」 運用 管制 室 で の 管制 員 の 配置 役割 
り -FLIGHT : フ ライ トディ レク タ 。 運用 管制 に 関す る 
責任 者 。 管制 員 や 呈 宙 飛行 士 の 作業 指揮 を と る 
CANSE|: 管 制 、 通 信 、 電力 機器 担当 

FLAT: 環 境 ・ 制 御 系 可 担当 

KIBOTT: ロ ボッ ト ア ー ム ・ 機 構 系 機器 担当 

よ PLAN: 実 運用 計画 担当 

SENIN : シ ステ ム 担 当 

TSUKUBA GC: 地 上 設備 担当 

よ COM: 区 信 担 当 。 管制 員 か ら の 指示 は すべ て 
J-COM が 宇宙 飛行 士 に 伝え る 
ARIES: 角 内 活動 支 援 担当 

宇宙 飛行 士 のど 朋 内 の 仕事 の 支援 など 


JEM PAYLOADS : 宇 宙 実 験 が 円 滑 に 
行わ れる よう 実験 者 の 窓口 と な る 店 IMA ミ ンション 6 する 
松 清真 弓 
ご * 金 伏 2 フラ イト ディ レク タ 


映画 「 ア ポロ 13| を 観 た 人 な ら 、 命 の 危機 に さら され た 宇宙 飛行 士 た ち を 、 地 上 の 管制 貞 た ち が 迅 速 な 対応 で 
無事 に 地球 に 帰還 させ た 「 チ ー ム ワー ク ] に 深い 感銘 を 受け た は すず だ 。 そ の 運用 管制 チー ム が 、 ま も な てく 日 本 で 始動 する 。 
「 き ぼ ぽう] 日 本 実験 棟 は 、 日 本 初 の 有人 施設 。 「 き ぼう 」 の 環境 を 筑波 宇宙 セン ター の 管制 室 か ら 絶え ず モ ニタ ー し 、 
机 急 時 に は 安全 を 確保 、 平 常時 に は 宇宙 飛行 士 た ち が 効 率 よ く 作 業 が で きる よう 指示 し サポ ー ト する 。 

「 き ぼう 」 の 成否 は 宇宙 だ け で な く 、 筑 波 が その 鍵 を 握っ て いる 。 今回 は 、 筑 波 宇 宙 セ ンタ ー の 
運用 管制 ナチ ナー ム で フラ イト ディ レク タ を 務め る 有人 宇宙 環境 利用 プロ グラ ム グ ル ー フ JEM 運 用 プロ ジェ クト チー ム の 
松浦 真弓 主任 開発 上 員 に 、「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 の 運用 管制 シス テム に つい て 話 を 聞い た 。 (取材 ・ 文 / 林 公 代 ) 


部 上 く 問 平 は ス す 康 て 本 発 日 6 名 室 を ィ の て 困 ど で 飛 に ぷ ぉ を 日 に 筑 
まげ な な 常 宇 等 る 状 く 管 上 由 し 本 5 の で 筑 す で レ 指 いう < こ < 行 行 一 ぶ 行 」 本 ア 国 波 
で て り ど 時 宙 に " 態 る 制 前 て が 日 管 は 波 る は 急 押 また の わ 土 歩 あ う ナ が ヌメ 際 迷 ぼ 
目 冷 通 を に 飛 ま 災 を 了 具 の 副 手 体制 、 生 の は を すら 国 れ の 足 み る の 1 実り 字 の う 
配 や ぎ モ も 行 谷 り ル た 管 練 探 制 員 役 宙 だ チー 執 征 下 の る 安 を す が 二 験 カ 笛 責 味 
し を を 作 お 放 の ん を は 上 生 2 作 タ コ ジラ た 98 大 生生 は めく 邊 目 ま ウ る 侍 中 
な ら 3 気 の 貯 吉 ルル 全 人 具 行 で 恋 3 て と 語 傘 の と 宙 馬 は み 言 晶 分 告 シ テ 
くど 浴 ト や 安 の 京 タ だ と な い 訓 科 交 と イイ 「 人 は る 清 省 を 科 は も 入 兄 焼 の 持 」 
部 天道 まり 誠人 計る 部 訓 ら 代 i 具 月 肖 洛 人 多 も れ は と まう / ス は 
る き 水 験 信 を 大 れれ 人 る き 史 * 征 才 く で % の を 。 プ 管 > 土 波 ろ た いら 駿 々 コン 
叶 店 1 上 結 く ) カ ヽ 9 生 : : 1 0 つ * 
さぼ の 機 最 可 ぼら し 法 図 241 運 体 う 制 と で の ん ら て 室 れ 上 は 
ら ビ 束 盗 電 先 急 有 ェ ビ 送 た か 参 時 ム 用 制 イチ に ぁ 綱 ぽい の ぞ て 、 元 
に の 度 が 力 工 時 害 ッ の ら ら 照 間 約 管 で ト ]1 な れ 和 在 そ 手 う る 運 れ べ 成 
宇 細 を 熱 機 て くに ガク 健 れ 日 開 づ 350 制 何 デム っ てき こ < 軍記 や 用 の 人 ヾ 時 
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部 倒し %0 計 ろ づつ” 箇 填 ホー ベ 穫 お 
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媒 寺 S お ポン で GS く 時 
地内 選 二 会 っ *o で し か 

寸 林 寺地 渦 十 せ ” 政 忠 部 宣 
ホー ベ 介 | 己 寺地 避 骨 しく y@ 
つろ 心 還っ 尺 示 年 つ お 2Y 邊 恒 
中 8yQ 公 まそ へ つ お 公 と ヘー 地 
地 り 王 び ウス マツ 

刀 --JS 畑 競 型 疫 人 スール 填 
示 地 地内 IE 千 中辻 玉 ロ ー ミ 求 
人 ア SG 和信 


忠 
し 
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は NASA 修 


面 を 見 な が ら 、 


ー 画 
。 目 相 


上 


交 1 


フラ イト ディ レク タ の 対応 の 速 さ 。 
[トラ ブル は 1、 2 分 で 解決 する ] 


運用 管制 室内 の 松浦 フラ イト ディ レク タ 。 
いく つも の モニ タ 
交信 を 聞く 。 目 


耳 か ら は 複数 の 


月 磁場 観測 装置 [LMAG】 TP 
マス ト 伸 展 時 の 観測 デー タ 
(2007 年 10 月 28 日 伸展 、 

11 月 28 日 宇宙 開発 委員 会 報告 ) 
グラ フ で は 、 マス ト の 伸展 ( 赤 ) に と も な い 、 
磁気 セン サ の 示す 値 が 急激 に 小さ く な っ て い 
る ( 黄 ) 。「 か ぐ や ] 自 身 が 起こ す 磁場 を さま 
ざま な 工夫 と 努力 で 抑え つつ 、 セン サー を 長 
さ 12m の マス ト の 先 に 置く こと で 、 高 精度 の 
観測 が 可能 と な っ た 。 この グラ フ は 、 予 定 の 
観測 精度 を 確保 され て いる こと を 示す 、 いわ 
ば 性 能 保証 書 に 相当 する も の 。 


14:57 LEI 15:17 15: 27 15:37 15:47 


2007.10.28 
23:57 24:47 


a: マ スト 先端 の 伸展 を 示す カウ ンタ 値 
b: マ スト 先端 で の 磁場 の 測定 値 


本 格 人 観測 が 始動 


や 寄 き 刀 の は は の ラ 発 タ 期 く に さ た た 続 の 
が 量 今 く 全 す い 信 谷 ま 、 衣 か くう 2 い 科 月 、 画 U7 
提 徹 回 や 記 れ が を の れ 観 際 科 て 明堂 21 打 像 
し は る 更 和 よ い 学 名 未 栓 て 剛昌 下 人 を 剖 だ 年 
を っ の Q 欧 生 ら に る ) 衣 列 か の を は け イ 還っ は 
人 の 0 の れれ だ た ん を と 揚 う と 人 聞 の 本 二 2 や ん 
どの 間 月 や 古 そ た 生ま シ 明 と 0 癒合 約 ハッ ャ 
% 2 | ヨ け p 1 フ 
の 昌 介 是 見 ) 言 の く シレ 合 放 に 8 に に PO ル 合 生 
昌 っ た に 移 訓 ちら あ くる テ 四 当 計 は を くる 秋 昌 日 当り お 
か いい に 前 つ 6 デ Y だ 
ぐい 続 凌 呈 て で そ メ が 1 初 い * や ト し 経 が 問 月 計 
一 < 5 ーー ー と ee i++ ー 
ma Ea ーー ー ーー 時 2 ご デジ 
2 証 還 ヨーー ナ ー こと あー 4 
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sa ーー na ェ デ = ーー = 
っ 
B スペ クト ルプ ロフ ァ イ ラ [【SP】 
ーー ンー に よる 初 画像 
(11 月 3 日 観測 、 12 月 14 日 発表 ) 
「 ス ペク トル プロ ファ イラ 」 は 、 探査 機 の 直下 、 
幅 500m の 帯状 の 狭い エリ ア を 、500 一 260) 
ナノ メー トル と いう 幅広 い 波 長 域 で 連続 観測 
する 観測 装置 。 写真 は 観測 デー タ を 可視 化 
し 、 観測 位置 を 示す た め 既 存 の 月 面 画像 に 
重ね た も の 。 緑 か ら 赤 へ の 色 の 違い は 、 そ の 
場所 に 含ま れ て いる 鉱物 の 違い を 意味 し 、 そ 
チチ の 土壌 が 比較 的 新しい も の な の か 、 長期 間 に 
わた り 宇 宙 空 間 の 放射 線 に さら され た 古い 土 の 
= 主計 = 壊 な の か を 知る 手がかり と な る 。 
⑥JAXA/NHK 晶 


レー ザ 高 度 計 【LALT】 の 
初 観測 画像 

(12 月 12 日 ・25 日 観測 、 

2008 年 1 月 10 日 発表 ) 

月 面 に 向け て 毎秒 1 回 レー ザー 光 を 発射 し 、 
反射 光 の 往復 時 間 を 計る こと で 、 衛 星 か ら 月 
表面 まで の 距離 の 絶対 値 を 高 精度 に 得る 装 
置 。LALT で の 観測 は いわ ば 、 月 面 に 水準 点 
を 置く 作業 に 相当 する 。 垂直 分 解 能 5m の 精 
度 、 約 2km 四 方 に 1 か 所 (赤道 域 ) の 密度 で 
観測 を 行い 、 最 終 的 に 月 全球 約 3000 万 ポイ 
ント を 測定 する 。 写真 は LALT に よる 観測 デ 
ー タ を 色 の 変化 で 示し 、 既 存 の 月 面 画 像 
(NASA 提 供 ) に 重ね た も の 。 赤 い 部 分 ほど 高 
度 が 高く 青い 部 分 ほど 低い (画像 で は クレ ー 
ター の 凹凸 を 反映 ) を 示す 良好 な デー タ が 得 
られ た 。 


ee ピン デ - ンー っ ーー ング ー ー ー 
row と ン = e < 
ーー ニー ニ 二 -。 1000 
ピー ダサ ウン タダ ー 
[LRS】 に よる と よ 
月 地下 構造 の 初 観測 画像 ee。『 
(11 月 20 日 21 日 観測 、 合 500 - 
LRS は 、 ラジ オ 局 な み の 800W を ゆう 大 出力 る | 
の 電波 を 発射 、 地表 だ げ で な く 地 下 か ら も 中 WW 
ーー ね 返っ て くる ご く 微 表 な 電波 を 検出 、 膨 大 な 1500 
ーー 人 観測 デー タ を 地球 に 伝送 する 観測 装置 。 観 測 ・ 
ーー デー タ か ら 、 断 層 や 褐 曲 構造 な どの 地層 構 の 


造 が 推定 で きる 。 10 月 末 一 11 月 に か け て の -000 コ 


性 能 確認 で は 、 「 か ぐ や ] 自身 の 出す 電磁 ノ 
イズ は きわ め て 低く 、 高 精度 の 観測 が 可能 

な っ て いる こと が 確認 で きた 。 月 の 裏側 で 地 
球 か ら 出 る 人 工 電波 が 遮 ら れ た と き に は 、 遠 
く 木 星 か ら の ご く ご く 息 弱 な 電波 を も 観測 


で きる 性 能 。 1 月 20 日 か ら の 観測 で は 実際 。 to]  。 /。 as りな 
に 電波 を 発射 し て レー ダー と し て 動作 させ 、 [ 検出 され た 反射 面 6 W 
地層 構造 (写真 下 で 赤 線 で 示さ れ て いる の 。 "0] ーー 7 
が 地 の 電 流 反 射 面 ) を 捉え た 。 2000 ーー」 ーー 
22:13 22:14 
ea 。 人 


較 


『 


レレ 


で い 

4 
マン si 
副 調 


X 線 望遠 鏡 で 見 た 太陽 全面 画像 


(JAXA/ 国 立 天文 台 ) 


ぶ e パ で 民生 」 避 隊 愉 


壮 園 き 0 へ 


er* で 9 


ざ 陳 ③ 淵 混 ③E 


ニラ 
ン 


池 / 江 問 爾 屋 汗 画 活 隊 其 講 
昼 慌 池田 間 Sy コ と ロビ 8 本 敵 憶 


S ぶ / 宮 回 ゆめ 。 は で 放さ 人 末 


.m 注 (と % 陸 評 紗 


の だ Ei に o 
衣 ③ ぶ 人 引 団 S③「39 ど で]| ざさ 


ドコ 
ン 


人 toto 


回 


| 


・ 閣 引 


き 恒 9 若 ビ 詳 


Si 礁 
に 


ur テ > ぐさ 交 Ow 壮 記 慰 民 S 涯 
汗 させ で 添 肖 C る 愛 層 誤 器 
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SN 中 陣 莉 細 幅 3 玲 ゆ ③「 陣 
常 半 誤 美 牙 華 評 | [ 隊 隆 農 
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(JAXA/ 国 立 天文 台 ) 


きれ る 超 音 速 の 
か ら 実 際 に 宇宙 
空間 に 出 て い 、I「 ひ の で | の X 線 望遠 
鏡 が 初め て 提 で す 。X 線 で 明る く 見 
えて いる と ころ は [活動 領域 | と よ ば れ て お り 、 
その 下 に 黒点 が あり ます 。 活動 領域 の 左上 


。 粒子 の 流れ ) が 、 


和束 縛 


城 


これ は 、 可 視 光 望 遼 鏡 で 分 析 し た 、 太 陽 


NSH 


y これ は 太陽 表面 の すぐ 上 を 、[ ひ の で | の 可 
視 光 望 遠 鏡 で 見 た も の で す 。 太陽 表面 に 比 
べ て 、 明 る さ は 100 分 の 1 以下 で 、 地 上 の 

望遠 鏡 で は と て も 見 えま せん が 、「 ひ の で | の 
可視 光 望 遠 鏡 で 初め て きち ん と 捉え られ る よ 
うに な り ま し た 。 横 に 流れ て 見 えて いる ガス 
は 上 下 に 振動 し て お り 、 これ は [アル フ ベ ン 


に 暗い 部 分 が あり 、 こ こ は コ ロナ ホー ル と 呼 
ば れ て いま す 。 ちょ うど それ が 接し て いる と こ 
ろ で 、 大 陽 表面 か ら 外 に 向かっ て ガス が どん 
どん 流れ 出 そ て いる の が わか り ま し た 。 3 日間 
観測 し まし 4 が 、 そ の 間 ず っ と 出 て いま し た 。 
太陽 の 内 部 か ら 出 て きた 磁力 線 に 沿っ て ガス 
EDU2OG 2 磁力 線 の 大 半 は 
太陽 表面 に 戻っ て きま す が 、 こ この 部 分 の 磁 
力 線 は 宇宙 宅間 に 向かっ て 伸び て いま す 。 
で すか ら 、 こ か ら 出 て いる ガス は その まま 
宇宙 空間 に 出 て 、 太 陽 風 と 呼ば れる も の に 
な る と いう さと が わか っ た わけ で す 。 ガ ス の 
温度 は 約 100 万 度 、 秒 速 140km で 噴き 出し 
INSk9 


(JAXA/ 国 立 天文 台 ) 


の 南極 周辺 の 磁場 の 分 布 図 で 、 図 中 の 数 字 
は 南緯 を 表し ます (国立 天文 台 ・ 常 田 佐久 孝 
授 提 供 ) 。 黄 色 い 領 域 は 磁場 の 強 さ が 1000 
ガウ ス に も 達し て いま す 。 これ まで 太陽 の 極 
域 は 、 磁 場 が 弱い と 考え られ て きま し た が 、 
「 ひ の で 」 に よっ て 黒点 並み の 強 さ の 磁場 が パ 
ッ チ 状 に 分 布 し て いる こと が わか り ま し た 。 
極 域 で の X 線 ジェ ッ ト 活動 や 太陽 風 と の 関係 
に 興味 が 持た れ て いま す 。 


波 ] が 磁力 線 に 沿っ て 伝わっ て いる こと を 示 
し て いま す 。 太 陽 コ ロナ の 温度 は 100 万 度 以 
上 に な り ま す が 、 な ぜ そ の よう な 高温 に な る 
か は 、 ま だ わか っ て いま せん 。 アル フ ベ ン 波 
は コロ ナ を 加熱 する 仮説 の 1 つ で す が 、 こ の 
観測 で 、 そ の 存在 が 確か め め られ まし た 。 


AXA/ 国 立 天文 台 ) 


コ 
| 


これ は 大 陽 の 北極 を X 線 鐵 で 見 た も の 
で す 。 ネ ガ で 表示 し て いて 、 白 っ ぽい 部 分 は 
コロ ナ ホ ー ル で す 』 これ まで の 観測 で は 、 こ 
うい う 太 陽 の 極 域 と いう の は 、 そん な に 活動 
も し て いな いと 考 ら れ て きま し た 。 と ころ が 
「 ひ の で | の X 線 望 速 鏡 で 見 た と ころ 、 矢 印 で 
示し た よう な ジェ 小 現象 が 非常 に 頻繁 に ある 
こと が わか り ま し な 。 こ れ も 「 ひ の で ] で 初め て 
わか っ た こと で す 。| この ジェ ッ ト 現 象 は 、 [磁気 
リコ ネ ク シ ョ ン | と よ ば れる も の に よっ て 生じ 
て いる と 考え られ ます 。 逆 向き の 磁力 線 が 接 
触 し て 、 磁 力 線 の つなぎ か えがお こり 、 そ の 
と き の エ ネル ギー で ガス を 噴き 出し て いま す 。 


Es 
\m へ 難 剛 甘 


ヤヤ これ は 太陽 の 彩 層 を 「 ひ の で | の 可視 光 望 
遠 鏡 で 見 た も の で す 。 彩 層 は 目 で 見 える 太陽 
表面 の すぐ 上 の 大 気 部 分 で す 。 と こ に も 、 非 
常に 活発 な ジェ ッ ト 現 象 が 頻繁 (起き て いる 
こと が わか り ま し た 。「 ア ネモ ネ 型 ジェ ッ ト ] 
と よ ば れ て お り 、 や は り 磁 力 線 の つなぎ か え 
に よっ て 生成 され て いま す 。 彩 訂 の すぐ 上 は 
コロ ナ に な っ て いま すか ら 、 も お し か し た ら 、 
こう し た ジェ ッ ト 現 象 も コロ ナ の 加熱 に か か 
わっ て いる か も し れ ま せん 。 
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ロケ ッ ト の 打ち 上 げ の 準備 段階 で 
「 ミ ッ シ ョ ン 解 析 』 と いう 作業 が 必 
要 に な り ま す 。 目的 の 軌道 や 、 ペ 
イロ ー ド の 振動 、 誘 導 制 御 や 飛行 
安全 に 関わ る 、 膨 大 な 量 の 計算 
で す 。 そのため に これ まで は 、 違 
う 時 代 に 違う 思想 で 作ら れ た プ 
グラ ム 群 を 駆使 し 、 そ の 入出 力 を 
熟知 し た プロ た ちの 壮大 な 人 海戦 


イン テリ ジェ ント な ロケ ッ ト は 、 射 
場 で の 準備 作業 を も 大 幅 に 軽減 す 
る こと に な り ま す 。 内 之 浦 ・M 台 
地 で の 打ち 上 げ を 想定 し た CG で 
は 、 打 ち 上 げ 直 前 まで ロケ ッ ト の 
整備 点検 を 行う 発射 設備 が と り は 
ら わ れ て いま す 。 それ こそ [1 週間 
で 打ち 上 げ 」』 が 可能 と な る ほど 、 
準備 に か か る 人 員 ・ 労 力 を 減ら し 
た いと 考え て いま す 。 


シン 


術 に よっ て 、 半 年 が か り で 解析 が 
行わ れ て いま し た 。 これ を シン プ 
ル で シー ムレ ス な 、 それ こそ ウェ 
ブ 上 で の シミ ュ レ ーション が 可能 な 
ほど の も の に 進化 させ た い の で す 。 
打ち 上 げ シ ステ ム 全 体 の 効率 を 上 
げ な が ら 、 小 型 科学 衛星 の ユー ザ 
ー に 対し て 敷居 を 低く 感じ させ る 
こと に な る と 思い ます 。 


アビ オニ クス (搭載 電気 系 ) の 革新 
が 鍵 を 握っ て いま す 。 それぞれ の 
ユニ ッ ト ・ モ ジュ ー ル が 自律 チェ ッ 
ク 機能 を 備え 、 細 い 汎用 の ケー ブ 
ル で それ ぞ れ が イン テリ ジェ ント に 
通信 し あう こと で 、 地 上 の 点検 設 
備 も 圧倒 的 に 簡易 な も の に な り ま 
す 。 ノ ー ト パソ コン 1 台 で も 発射 
管制 が 可能 と な る 、 そ れこ そ モ バ 
イル な シス テム が 目標 で す 。 


海 の 桜 前 線 


植物 プラ ンク トン の 分 布 域 の 変化 。 衛 星 デ 
ー タ が 漁業 に どの よう に 利用 で きる か を 調 
べ る た め に 、1996 年 に 打ち 上 げ ら れ た 地球 
観測 プラ ッ ト フ ォ ー ム 技術 衛星 | みどり] の 
デー タ が 使わ れ た 。 同 衛星 に 搭載 され た 
OCTS ( 海 色 海 温 走査 放射 計 ) は 、 植 物 プ 
ラン クト ン の 存在 を す ク ロロ フィ ル 量 を 観 
測 す る こと が で きる 。 黄色 か ら 赤 い 部 分 が 、 


HAS 一 HH 条 革 


1 が 植物 プラ ンク トン が 大 繁殖 し て いる と ころ で 、 
か 「 プ レー ミン グ | と 呼ば れる 。4 月 の 中 旬 か ら 


に 


下旬 、 そ し て 5 月 と 、 プ ルー ミン ク 現 象 が 北 
上 し て いく こと が 初め て わか り 、「 海 の 桜 前 
線 ] と 呼ば れ た 。 植物 プラ ンク トン の 分 布 は 、 
魚の と れる 場所 が どこ に ある か を 知る 手 が 
か り と な る 。 


と 
《( 


ay 
トー 


カラ フト マス の えさ は 動物 プラ ンク トン で あ 
る 。 そ の 動物 プラ ンク トン は 植物 プラ ンク ト 
ン を 食べ る の で 、 カ ラフ トマ ス に と っ て え 
さ の 豊富 な 場所 は 、 植 物 プ ラン クト ン が た 
くさ ん いる と ころ と な る 。 ま た 、 カ ラフ ト 
マス に と っ て 適し た 海水 温 は 8 一 13 で て で あぁ あ 
る 。 海 水温 が 8 一 13C の 海域 は 、 植 物 プ ラ 
。 お ンク トン が 多い 「 ブ ルー ミン グ | 海域 と 一 致し 
am て いる こと が わか っ た 。 し た が っ て 、 そ こ 


|. 1 
人 ーー Es が カラ フト マス の 漁場 に な る 。 ク ロロ フィ 


各 


斑 補 ぶ 


ル に は [みどり 」 の OTCS の デー タ が 、 海 水 


st > 温 の デー タ に は NOAA 衛 星 の AVHRR ( 改 
カツ オ の 湾 場 を 探す 高角 能 放射 ) の デー タ が 使わ れ て 


いる 。 


カツ オ の 適 水 温 は 20.5C て か ら 23C 台 で あ 
る 。 海 水温 の デー タ だ け で は 、 該 当 す る 温 
度 範囲 の 海域 は 非常 に 広く な っ て し まう が 、 
これ に 植物 プラ ンク トン の 分 布 を 加え る と 、 
適 水 温 で 、 し か も 植物 プラ ンク トン の 多い 
場所 が 明らか に な っ て くる 。 房総 沖の 白い 


部 分 が それ で 、 実 際 、 こ の 場所 で カツ オ が 
と れ て いる 。 こ の よう に 、 2 つの デー タ を 
使う こと で 、 広 い 海 か ら 非常 に 限定 され た 
漁場 を 探す こと が 可能 と な る 。 海 水温 、 ク 
ロロ フィ ル と も 「 み どり 」 の OTCS の デー タ 
を 使用 し て いる 。 


(ug 


漁業 情報 サー ビス セン ター 
師 石 日 出生 常務 理事 


マグ ロ は 水深 250 一 300m の あたり を 泳い で 
いる 。 ク ロロ フィ ル や 海面 温度 を 観測 し て 
も 、 こ の よう な 深い と ころ を 泳い で いる 魚 
の 漁場 を 見 つけ る こと は で き な い 。 こ うし 
た 場合 に 有効 な の が 、 レ ー ダ ー で の 海面 高 
度 デ ー タ で ある 。 衛星 か ら 発射 し た 電波 が 
帰っ て くる 時 間 差 で 、 海 面 の 高い と ころ と 
低い と ころ が わか る 。 海 面 下 に 暖 水 の 塊 が 
ある 場所 は 海水 が 膨張 し 、 海 面 が 盛り 上 が 
っ て いる の で 、 海 面 は 高く な る 。 マ グロ は 
この よう な 曖 水 塊 に お り 、 そ の 周辺 部 が 漁 
場 と な る 。 こ うし た デー タ は マグ ロ 漁 の 計 
画 的 な 操業 や 資源 管理 に も 応用 で きる 可能 
性 が ある 。 現 在 、 日 本 の 漁船 は フラ ンス の 
会 社 か ら 海面 高度 デー タ を 購入 し て お り 、 
日 本 の 衛星 に マイ クロ 波 海 面 高度 計 が 搭載 
され る こと が 待ち 望ま れ て いる 。 


各地 の 漁場 に 被害 を 与え を て いる エチ ゼン ク 
ラ ゲ は 、 暖 水 渦 が 存在 する と ころ に 現れ る 。 
近年 の 大 発生 は 、 温 暖 化 に よっ て 日 本 近海 
で 暖 水 渦 が 発達 し た た めで は な いか と いう 
考え も る ある 。 海 水温 の デー タ か ら 、 エ チ ゼ ン 
クラ ゲ が 発生 する 暖 水 渦 の 場所 を 推定 する 
こと も で きる 。 こ の 画像 は NOAA 衛 星 の 海 
水温 デー タ に エチ ゼン クラ ゲ の 目撃 情報 を 
マッ ピン グ し た も の で 、 エ チ ゼ ンク ラ ゲ が 曖 
水 渦 に 分 布 し て いる こと が わか る 。NASA 
の 衛星 Aqua に 搭載 され て いる JAXA の セン 
サー、AMSR_-E (改良 型 高 性 能 マ イク ロ 波 放 
射 計 ) は 、 雲 を 通し て 暖 水温 の 位置 を 常時 
発見 で き 、 ま た 海面 高度 デー タ も 可能 で あ 
り 、 よ り 解 像 度 の 高い デー タ が 得 ら れる 。 
エチ ゼン クラ ゲ の 発生 を 常時 監視 する に は 、 
こう し た デー タ が 不可 欠 で ある 。 


三陸 沿岸 で サン マ が と れる 場所 に は 右 回 り 
の 渦 が 発生 し て いる こと が わか っ て いた 。 
NASA の 衛星 Aqua や Terra に 搭載 され て い 
る MODTIS (中 分 解 能 撮像 分 光 放射 計 ) の 画 
像 か ら 、 こ の 渦 の 周囲 に は 左 回 り の 小さ な 
渦 が あり 、 栄 養分 の 高い 海水 が 上 昇 し て く 
る こと が わか っ た 。 こ の よう な 場所 は 植物 
プラ ンク トン が 多く な る の で 、 サ ンマ が 集 ま 
っ て くる こと に な る 。 上 の 画像 は 陸 域 観測 
技術 衛星 | だ いち 」 の PALISAR (フェ ー ズ ド 
アレ イ 方 式 L[ バ ンド 合成 開口 レー ダー) で 得 
られ た 三陸 沿岸 の 画像 で 、 右 回 り の 渦 が 
白い 線 で 描か れ て いる 。 ま た 、 サ ンマ の と 
れ た 場所 が 青い 点 で 示さ れ て お り 、 渦 の 周 
辺 で サン マ が と れる こと が わか る 。 右 下 は 、 
上 の 画像 の 線 で 四角 く 囲っ た 部 分 を 拡大 し 
た も の で 、 右 回 り の 渦 の 周囲 の 左 回 り の 渦 
(矢印 の 先 ) が 見 えて いる 。 こ うし た 細か い 
構造 が 見 えた こと に は 非常 に 意義 が あり 、 
| だ いち 」 の デー タ が 、 こ うし た 分 野 に も 利 
用 で きる 可能 性 を が し て いる 。 


マグ ロ の 漁場 を レー ター で 発見 する 
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エチ ゼン クラ ゲ の 発生 を 監視 する 


大 型 クラ ゲ ( Nemopilema nomurai ) 目 琶 情 報 マッ プ 
百 立 行 法 人 水産 結 研究 セン ター 日 本 光 区 水 評 究 古 成年 月 4 日 更新 


サン マ の 漁場 を 「 だ いち 」 で 特定 する 
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吉田 和哉 
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東北 大 学 大 学院 工学 研究 科 航 空 宇宙 工学 専攻 教授 。 


東京 工業 大 学 助手 、 米国 マサ チュ ー セ ッ ツ 工科 大 学 客員 研究 員 、 
東北 大 学 大 学院 理学 研究 科 と 共 ( 


科学 観測 を 行う 小型 衛星 [Sprite-Satlt 


東北 大 学 助教 授 を 経て 2003 年 より 現職 。 
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08 年 度 の 打ち 上 げ を めざし て 開発 を 進め て いる 。 
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携帯 サイ ト 「ISAS モ バイ ル | が オー プン ! 

みな さん が 携帯 電話 で ホー ムペ ー ジ を 見 る 頻度 は ど 
の くら いで し ょ うか 。 小さ な キー で 懸命 に 入力 し て 、 
それ を 小さ な 画面 で スク ロー ル し な が ら 見 る の は 苦痛 
で は あり ます が 、 パ ソコ ン を 持っ て いな い 人 や 、 パ ソ 
コン が 使え な いよ うな 状況 で も 、 携 帯 で な ら ば ホー ム 
ペー ジ に アク セス する こと が で きま す 。 

私 自身 の 例 で 言う と 、 携 帯 で アク セス する の は バス 
の 運行 状況 や 乗り 換え 案内 な ど 実 用 的 な サイ ト に か な 
り 限定 され て いま す 。 そ ん な 私 の 携帯 に も も ちろ ん 、 
JAXA の 携帯 サイ ト (http://mobile.jaxa.jp/) は 「 お 気 
に 入り 」 に 登録 され て いま す 。 い ろ い ろ な メニ ュー が 
あり ます が 、「 今 日 は 何 の 日 ] の コン テン ツ は 毎日 変わ 
る の で 楽し く 、 講 演 会 の 時 な ど に 直前 に 調べ て 紹介 す 
る と いい アク セン ト に な り ま す 。 一度 登 録 し て し まえ 
ば 敷居 は グッ と 低く な り ま すし 、 私 に と っ て は JAXA サ 
イト は あく まで 実用 的 な サイ ト な の で す 。 

皆さん お な じみ の この JAXA 携 帯 サ イト に 続い て 、 
今年 に な っ て 私 が 所 属す る 宇宙 科学 研究 本 部 で も よう 
や く 携 帯 サ イト の 公開 に こぎ つけ まし た 。URL は 
http://www.isas.jaxa.jp/m/ と 少し 長い で す が 、 
JAXA の 携帯 サイ ト か ら も リン ク さ れ て お り 、 講 演 会 
や イベ ント な ど で ご 紹介 すれ ば 、 皆 さん お 持ち の 携帯 
か ら そ の 場 で アク セス し て いた だ ける の も る 利点 で す 。 
時 報 で ロケ ッ ト が 打ち 上 が る 
FLASH コ ン テ ン ツ も 

携帯 サイ ト に は あま り 詳 し い 情 報 は フィ ッ ト し ませ 
ん 。 で すか ら 、 載 せ て ある 情報 は 、 最 新 の トピ ックス 
以外 は 、 キ ャ ン パ ス の アク セス 情報 や キャ ン パ ス 見 学 
の 受付 時 間 、 講 演 会 情報 な ど 、 か な り 限 定 し て あり ま 
す 。 オ リ ジ ナ ル の 壁紙 な ど フ ァ ン 向け の も の も いろ い 
ろ 用 意 し まし た 。 

今回 の 公開 の 目玉 コン テン ツ の 1 つ で ある 影絵 風 の 
待ち 受け FLASH で は 、 ト ンカ チ や りな が ら ロ ケッ ト 
の 打ち 上 げ 準 備 が 進み 、 時 報 と 共に 打ち 上 げ ら れ ま す 。 
FLASH 非 対応 の 旧型 携帯 を 持つ 身 と し て は まだ その 
楽し さ を 日 常 的 に は 実感 で きす な いで いる の で す が 、 隠 
し コマ ンド が あっ て と きど き 変 わっ た こと が 起き る よ 
う で す 。 ま だ 全貌 が 把握 で きま せん が 、 新 し い 携帯 を 
持っ て いる 人 に 見 せ て も ら う と な か な か 楽し いで すし 、 
楽し ん で いる 人 を 見 る の は も っ と 楽し いも の で す 。 

屋外 で 使え る の も 携帯 サイ ト の 強み で す 。 星 空 や 月 
の 観望 会 や 、 国 際 宇 宙 ス テー ショ ン な どの 観察 会 、 ロ 
ケッ ト 打 ち 上 げ 見 学 、 あ る い は 常時 見 学 コ ー ス の 散策 
な ど で 成 力 を 発揮 する こと で し ょ う 。 こ れ ら に 対応 す 
る コン テン ツ の いく つか は 整備 済み で す が 、 さ ら な る 
拡充 を めざし て いま す 。 

私 に と っ て の 携帯 の も う 1 つの 特別 な 使い 方 は 、 メ 
ー ル 配信 サー ビス で す 。 ま だ あま り 知 られ て いな いよ 
うな の で す が 、JAXA の プレ スリ リー ス 配 信 サ ービス 
に 携帯 の メー ル ア ド レス を 登録 し て お く と 、 プ レス リ 
リー ス の 内 容 が リア ル タ イ ム で 届き ます 。 詳し い 情 報 
に つい て は や は り 携 帯 サ イト で は カバ ー し きれ な いわ 
け で す が 、 出 張 な ど で ホ ー ム ペー ジ を チェ ッ ク し に く 
いと き に も 、 宇 宙 航 空 関係 の 最新 情報 に ニュ ー ス や 新 
聞 よ り も 早く 触れ る こと が で きま す 。 

携帯 は 、 宇 宙 に つなが る 小さ な 窓 で も ある の で す 。 


『 


Seiichi Sakamoto 
宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 教授 。 


専門 は 電波 天文 学 、 星 間 物理 学 。 

昨年 4 月 に 対外 協力 室 に 着任 し 、 

宇宙 科学 を 中 心 と し た 広報 普及 活動 を は じ め 、 
ロケ ッ ト 射場 周辺 漁民 と の 対話 や 国際 協力 な ど 
「 た い が い の こと ] に 挑戦 中 。 

(写真 :BS-i[2008 年 宇宙 の 旅 ] 出 演 時 の スナ ッ プ ) 


ISAS モ バイ ル の トッ プ 画 面 と OR コー ド 
http://www.isas.jaxa.jD/m/ 


小さ な 窓 か が ら 


綿 順 語 由 を の で く 


22:15 


で 


り /2 
JAXA モ パイ ル 
本 ち 上 げ 最 新 ニ ュー ス 、 待 受 画像 
追加 (2008.1.16) 


衣 今 日 は 何 の 日 
航空 宇宙 の 今日 起き た 出来 事 


家 ト ドッ クス 
上 平成 20 年 度 JAXA ウ ン ミ ー テ ィング 
共 修 団 体 募集 (2008.1.18) 


表 ブ ルス リリ ー ス 
上 最新 10 件 を 表示 


容 JAXA ム ー ビ ー sao 

人 入 お 温室 効果 ガス 観測 技術 衛星 
「GOSAT」 の 組み 立て 作業 
(2008.1.8) 


ISAS モ バイ ル の 待ち 受け FLASH。 
ロケ ッ ト を 組み 立て 時 報 と 共に 打ち 上 げ ま す 


衣 イ バント 情報 
トイ ベツ ト *・ 募 集 案内 = 押 時 更新 


座 待 受 ギ ャ ラリ ー 

捕 和 用 箇 アー カプ ! か く や 」 の 
ハイ ビジ ョ ンカ が ラ が 撮影 し た 地球 の 出 、 
地球 の 入り 追加 (2007.11.15〉 


JAXA モ バイ ル の 
トッ プ 画 面 CQOR コ ー ド 


1 http://mobile.jaxa.jp/ 


デラ ン / 信 
Imawoe by 5A5/JAXA 
壁紙 シリ ー ズ に は 「 か ぐ や ] や 
「 ペ ン シ ル ロケ ッ ト ] も 。 
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INFORIMIATIOIN 
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い 向 の 記 組 グ 今 に 星 時 
くけ 燃 玉 立 へ 後 淡 組 前 
を 料 友 棟 の は く 立 か 
き 充 民 へ 収 染 梗 ら 
で ま 圭 搭 移 納 1 ま も 行 
あき 作 式 動 を 月 り 衛 わ 
ま 偽 し 経 末 ま 星 れ 
な な 業 * て に し の 
入ら ペロ - 衛 た 丸 人 
年 る 犬 星 会 和 療 
を り 衝 ? 型 ラ 8 | 時 
才 林 本 アテ 写 朝 は 
地 工 ア = 
し げ 体 体 ツ リ 真 焼い 
て に へ ヘ ト ン * け 衛 


高 速 イ ンタ ーネット 衛星 「 き ず な ]( 想 像 図 ) 


INFORMIATION 避 


7 た フク ぅ 
唱 当 7 ア 見 9 
分 日 ソ 組 J 
で の 選 補 5 
グ 世 ョ 
し 種 絡 棟 1 コ 
夫 組 p 
た 子 窒 ぶ 
が 島 立 2 


町 *TPHD 


0 IP 


1 月 8 日 早朝 、 第 2 衛星 組立 棟 を 出る [きずな] 


茶 田 光一 宇宙 飛行 士 の 打ち 上 げ フ ライ ト 
計画 見 直し に より STS-119 へ 変更 


STS-123 (1J/A) の 土井 隆雄 宇 
軍 飛 行 士 、STS-124 (1J) の 星 出 
彰彦 宇宙 飛行 士 の ミッ ショ ン に 続 
き 、 国 際 宇宙 ステ ーション に 長期 
滞在 する 若田 光一 宇宙 飛行 士 の 
打ち 上 げ フ ライ ト が 、 こ の ほど 
従来 の STS-126 (ULF2) か ら 
STS-119 (15A) へ と 変更 され ま 
ドレ 港 。 

従来 か ら 検討 され て いた スペ ー 
スシ ャ トル 打ち 上 ば げ 計画 の 見 直 
し に より 、 国 際 宇 宙 ス テー ショ 
ン 計 画 に 参加 し て いる カナ ダ 、 欧 
州 、 日 本 、 ロ シア 、 米 国 の 各 宇 
宙 機 関 の 間 で 行わ れ て きた 、 長 
期 滞在 扶 乗 員 の 滞在 計画 の 調整 


に 基づい て 決め られ まし た 。 
これ に より 、 第 18 次 長期 滞在 搭 
乗員 と し て 任命 され て いる 若田 
宇宙 飛行 士 は 、 国 際 宇 宙 ス テー 
ショ ン へ の 利用 補給 を 行う STS- 
126 で は な く 、 そ の 次 に 予定 さ 
れ て いる 国際 宇宙 ステ ーション 組 
み 立 て フラ イト STS-119 ミッ ショ 
ン に より 、 宇 宙 へ 飛び 立つ こと 
に な り ま す 。 


平成 19 年 


平成 20 年 度 


QB (1J/A) JJD (ULF2) (5 2J/A) 
な お 、 約 3 か 月 の 長期 滞在 後 の 。 記 
帰還 フラ イト は 、 こ れ ま で ど お a1 人 PF ヽ 
> っ 043 全 アラ 、 ーー (7 が 
め | き ば う ] の 船 外 実験 フ 2 ト 船内 保管 室 打 ち 上 げ 船内 実験 室 Or 


フォ ー ム と 船 外 パ レッ ト を 打ち 上 
げ る STS-127 (2J/A) ミッ ショ ン の 
予定 で す 。 


ロボ ッ ト ア ー ム 打ち 上 げ 船 外 実験 プラ ッ ト フ ォ ー ム 


向 外 パレ ッ ト 打 ち 上 げ 


日 本 人 宇宙 飛行 士 の 搭乗 計画 


クリ ティ カル フェ ー ズ 終了 後に 撮影 さん た ハイ ビジ ョ ンカ メラ に よる 月 の 画像 (アポ ロ 17 号 着陸 地点 付近 の 晴れ の 海 ) 


LN まで の 5 か 月 間 募 集 
こと 「 き ぼう ] 日 本 実験 棟 の 打ち 
上 げ キ ャ ッ チ フレ ー ズ が 、 こ の ほ 
ど 「 き ぼう の 、 そ の 先 へ 」 に 決ま 
り ま し た 。 
に デニ = 全国 各地 か ら 応 募 い た だ いた 合 
計 7466 点 の 作品 を 選考 の 結果 、 
|「 き ぼう 1] 日 本 実験 棟 の 打ち 上 げ 、 
組み 立て 、 運 用 、 利 用 、 そ し て 


: アボ ロ 17 号 着陸 地点 付近 


EE NOITV 届 ロコ INI 


タウ ルス 山地 将来 の 有人 宇宙 計画 に 対す る 期 

く * Ke デ 待 感 が 感じ られ る 入選 作品 10 点 

と * を まず 選定 。 そ の 中 か ら 1 点 、 最 

@⑥UAXA/NHK 優秀 作品 を キャ ッ チ フレ ー ズ と し 
て 決定 し まし た 。 


INF ロ ロ MIATIO ロ IN ス 最 優秀 に 選ば れ た の は 、 東 京都 

ノ 再 一 さ 泉 千絵 品 で す 。 3 
有人 答 [か ぐ や | 2 re 
定常 運用 へ 移行 う の 、」 の 部 分 は 、「「 き ぽう 1 日 本 


NNNNerGeLrote4S 藻 革 汎 生 [ さ 980e| 


T 深 2TON つの 60 | 


実 験 棟 を いよ い MRP き 
で 究 計 いう 行 定 の ※ た 能 器 測 
科 人 久間 人 入 あ めか ま 全 ちょ 認 ス 道 に 回 MP 
て ? っ 天 部 人 な 間 た た 上 約 人 了 見 NM 
X で 類 お 行 " と 9 スス ] か 。 
と だ は りり を い 人 移 る 棚 さ 0 ぐ 後半 の [その 先 へ り は 、[ き ば ぼう] を 
と 引 光 の 削 則 水 古 い 行 らち 名 剛 機 公 品 は 間 用 し 利用 する こと で 、 新 た な 反 
な 常 き 計 性 ミ 機 し の 定 る 昨 の 介 後 の 術 や さま ざま な 知見 ・ 成 果 を 得る 
り 運 続 と 能 ジ > 能 て 科 常 こ 年 確 て の 月 昨 こと へ の 期待 が 込め られ て お り 、 
ま 用 き 欄 が 確 い 光 運 と 12 認 き 初 搭 周年 6 
す の 原 子 出 ン 認 く 二 用 を 月 結 ま 期 載 回 10 将来 は | き ぼ ぽう] を 出発 点 と し て 、 
中 因 線 て の を 予 等 を 決 21 果 し 機 機 観月 月 、 さ ら に 以 達 へ と 人 類 が 到達 


する た め の 挑 戦 を 続け る 決意 も 込 
め ら れ て いま す 。 
この キャ ッ チ フレ ー ズ は 、 今後 映 
像 や ポス ター、 ホ ー ム ペー ジ バ ナ 
ー な どの 広報 活動 に 利用 され る こ 

に な り ま す 。 ま た 、 最 優秀 作品 
以外 の 入選 作品 9 点 と その 作者 
は 次 の と お り で す 。 
人 @ 舞 台 は 宇宙 へ (東京 都 ・ 杉 野 久 紀 さん ) 
信 未 来 は 「 き ぼう 」 と 共に (千葉 県 ・ 吉 本 優樹 さん ) 
借 輝 け ! き ぼう か ら 始 まる 未来 (東京 都 ・ 中 蛍 根 旨 さん ) 
念 宇宙 (そら ) と ぶ ニ ッ ポ ン ( 神 奈川 県 ・ 吉 岡 宏隆 さん ) 
代 き ぼう か が や き の 未 来 へ (茨城 県 橋口 千津 子 さ ん ) 
借 僕 の 宇宙 (そら) に は き ぼ う が あ る |! !( 北 海道 ・ 布 目 め かり さん) 
人 @ 「 夢 | より 、 確か に (東京 都 ・ 高 橋 尚 睦 さん ) 
人 @ つ な が る 、 みらい (新潟 県 ・ 齋 藤 準 樹 さん ) 


J 人 AX 人 お 待た せ 「 き ぼう | ! い よい よ 発 進 !( 静 岡 県 ・ 内 田 三 夫 さん ) 
NE 誌 


発行 企画 倫 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 葵 財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 欠 Better Days 

印刷 製本 代 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 1 ヤ 
Miu 「 き ぼう] 組み 立て ミッ ショ ン ロ ゴ 
JAXA's 編集 委員 会 

委員 長 的 川 徐 宣 

副 委 員 長 矢代 清高 

委員 阪本 成一 寺門 和夫 

顧問 山根 一 眞 


国立 天文 台 提供 


筑波 宇宙 セン ター 


常設 展示 に | か で や ] 実物 大 モブ ル も 加わる! 


錠 波 宇 宙 セ ンタ ー の 展示 室 に 「 か ぐ や ] 
熱 構 造 モ デル が 新た に 加わ り ま し 
た 。 こ の モデ ル は 展示 用 に 作ら れ た も の 
で は な く 、 昨 年 9 月 に 打ち 上 げ ら れ た 「 か 
ぐ や 」 の 開発 ・ 製 作 時 の 試験 ・ 検 証 の た 
め に 実際 に 使用 され た 、 高 さ 約 4m の 実 
物 大 の モデ ル で 、 地 球 上 に は 1 つ し か あ 
り ま せん 。 本 物 の 「 か ぐ や | は 、 月 の 上 空 約 
100km の 軌道 を 周回 し て いま す 。 展 示 室 
で は 、 そ の 「 か ぐ や 」 が 撮影 し た 大 型 画面 に 
よる ハイ ビジ ョ ン 映 像 を お 楽し みい た だ け 
ま 9 吉 
また 、 セ ンタ ー 内 で は 昨年 春の 施設 一 
般 公 開 の 際 に お 披露 目 と な っ た H-II ロ ケッ 
ト 実 機 も ご覧 いた だ け ま す 。 昨 年秋 か ら 
は LE-7 エ ンジ ン も 取り 付け られ て お り 、 
ぜひ その 大 き さ を 間近 で 体感 し て くだ さ 
(人 


に 11 物 折 全容 降 バ ス 健 で ょ 首 ie 
NM 水 た 
2 


2 〆 ` 


0 に し 


筑波 宇宙 セン ター 


念 展示 室 の 開館 時 間 : 10:00 一 17:00( 受 付 
は 16:00 ま で )。 

人 @ 入 館 無料 。 た だ し 見 学 案内 事務 所 で の 手 
続き が 必要 で す 。 

休 無 料 駐車 場 : 約 100 台 

人 @ 事 前 予約 が 必要 な ガイ ド 付 き 見 学 ツア ー 
(所 要 時 間 : 約 1 時 間 15 分 ) も あり ます の で 、 
お 問い 合わ せく だ さい 。(TEL:029-868- 
2023 茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1) 

URL :http://Wwww.jaxa.jD/ViSit/tSukuba/ 


平成 20 年 度 の 共催 団体 を 募集 中 ! 


本 m 再 飛行 士 や 科学 者 を は じ め 宇 宙 開 

発 の 現場 で 働く JAXA 職 員 ・ 役 員 と 、 
市 民 の 皆様 が 膝 を 交え て 語り 合う 意見 交 
換 の 場 [JAXA タ ウン ミー ティ ング ]」 は 、 地 
元 自治 体 や 教育 委員 会 な どの 団体 と JAXA 
と が 共同 で 作り 上 げ る 参加 型 イ ベン ト で 、 
1 月 26 日 の 徳島 県 阿南 市 で の 開催 で 23 回 
目 を 数 えま し た 。 


現在 、 来 年 度 (平成 20 年 度 ) の 共催 団体 
を 募集 中 で す 。 テ ー マ や 日 程 は ご 相談 の 
うえ 決め させ て いた だ き 、 会 場 手 配 、 参 加 
者 募集 等 の 経費 は 共催 団体 様 の 担当 で す 
が 、 登 壇 者 に 関わ る 費用 は JAXA 側 が 負担 
し ます 。 ま ず お 問い 合わ せく だ さい 。 
(写真 は 、 福島 県 いわ き 市 で の 開催 風景 ) 
URL:http:/www.jaxa.jp/townmeeting/ 
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